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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路であって、
　複数のスイッチボックス、ここにおいて、各スイッチボックスは、インプット／アウト
プット（Ｉ／Ｏ）ポートのセットを含み、各Ｉ／Ｏポートは、複数のインプットチャネル
を受信し、複数のアウトプットチャネルをアウトプットするように設定され、
　各Ｉ／Ｏポートは、前記複数のアウトプットチャネルに対応する複数の条件付きのルー
ティング回路を含み、各スイッチボックスのＩ／Ｏポートのための各条件付きのルーティ
ング回路は、
　　第１のアドレス信号に応答してマルチプレクサのアウトプットを形成するために前記
スイッチボックスのためのＩ／Ｏポートの前記セットに残る各Ｉ／Ｏポートから前記イン
プットチャネルのうちの単一の受信された１つを備える信号のグループから選択するよう
に設定される第１のマルチプレクサと、
　　前記第１のアドレス信号を形成するように設定されるデコーダと、前記デコーダは、
前記第１のアドレス信号が信号の前記グループに依存しない動作の静的なルーティングモ
ードで動作するように設定可能であり、前記デコーダは、前記第１のアドレス信号が、前
記選択された受信されたインプットチャネルに加えて信号の前記グループの中の前記受信
されたインプットチャネルのうちの１つに依存する動作の条件付きのルーティングモード
で動作するようにさらに設定可能であり、ここにおいて、前記条件付きのルーティング回
路は、前記条件付きのルーティング回路のアウトプットチャネルとして前記マルチプレク
サのアウトプットを駆動するように設定可能であり、
　　を含み、
　を備える、回路。
【請求項２】
　各スイッチボックスは、命令セルのアウトプットを作るために前記スイッチボックスの
ためのＩ／Ｏポートの前記セットの中の前記Ｉ／Ｏポートのうちの１つによって受信され
た前記インプットチャネルのうちの少なくとも１つに論理演算を実行するように設定され
る命令セルを含み、ここにおいて、信号の前記グループは、前記命令セルのアウトプット
をさらに含む、請求項１に記載の回路。
【請求項３】
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　前記複数のスイッチボックスは、行および列によって配置され、ここにおいて、各スイ
ッチボックスのためのＩ／Ｏポートの前記セットは、対向する行のＩ／Ｏポートのペアお
よび対向する列のＩ／Ｏポートのペアを備える、請求項２に記載の回路。
【請求項４】
　各スイッチボックスのＩ／Ｏポートの条件付きのルーティング回路のための各デコーダ
は、前記スイッチボックスのためのコンフィギュレーションワードからのコンフィギュレ
ーションビットに応答して、前記デコーダに選択された信号を形成するために信号のそれ
の条件付きのルーティング回路の第１のマルチプレクサのグループから選択するように設
定されるように設定可能である、請求項１に記載の回路。
【請求項５】
　各デコーダは、前記第１のアドレス信号を形成するために前記デコーダに選択された信
号からビットのサブセットをデコードするように設定される、請求項１に記載の回路。
【請求項６】
　各条件付きのルーティング回路は、機能ユニットのアウトプットを形成するために前記
条件付きのルーティング回路のマルチプレクサのアウトプットに論理演算を実行するよう
に設定される機能ユニットをさらに含む、請求項１に記載の回路。
【請求項７】
　各デコーダは、第２のアドレス信号を形成するようにさらに設定され、ここにおいて、
各条件付きのルーティング回路は、前記第２のアドレス信号に応答して前記対応するアウ
トプットチャネルを形成するために前記条件付きのルーティング回路のマルチプレクサの
アウトプットと前記条件付きのルーティング回路の機能ユニットのアウトプット間で選択
するように設定される第２のマルチプレクサをさらに含む、請求項５に記載の回路。
【請求項８】
　前記機能ユニットのうちの少なくとも１つは、レジスタを備える、請求項６に記載の回
路。
【請求項９】
　前記機能ユニットのうちの少なくとも１つは、シフト回路を備える、請求項６に記載の
回路。
【請求項１０】
　各デコーダは、前記第１のマルチプレクサが、前記マルチプレクサのアウトプットを形
成するために前記第１のアドレス信号に応答して前記デコーダに選択された信号を除く信
号のそのグループから選択するように設定されるように、動作の前記条件付きのルーティ
ングモードで動作するようにさらに設定可能である、請求項１に記載の回路。
【請求項１１】
　前記命令セルのうちの少なくとも１つは、算術論理ユニット（ＡＬＵ）を備える、請求
項２に記載の回路。
【請求項１２】
　各スイッチボックスの列のＩ／Ｏポートの中の各第１のマルチプレクサは、前記スイッ
チボックスの中の各行のＩ／Ｏポートから受信されたインプットチャネルから、および前
記スイッチボックスの中の残りの列のＩ／Ｏポートから受信されたインプットチャネルか
ら、選択するように設定される、請求項３に記載の回路。
【請求項１３】
　各スイッチボックスの中の各行のＩ／Ｏポートの中の各第１のマルチプレクサは、前記
スイッチボックスの中の各列のＩ／Ｏポートから受信されたインプットチャネルから、お
よび前記スイッチボックスの中の残りの行のＩ／Ｏポートから受信されたインプットチャ
ネルから、選択するように設定される、請求項３に記載の回路。
【請求項１４】
　方法であって、
　隣接のスイッチボックスのセットで取り囲まれるようにスイッチボックスのアレイに配
置される第１のスイッチボックスのために、前記隣接のスイッチボックスの各々から複数
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のインプットチャネルを受信することと、
　命令セルのアウトプットを形成するために前記受信されたインプットチャネルのうちの
少なくとも１つに論理演算を実行することと、
　第１のアドレス信号を形成するために前記セットの中の各隣接のスイッチボックスから
前記受信されたインプットチャネルのうちの単一の１つ、および前記命令セルのアウトプ
ットを備える信号のグループから選択されたデコーダに選択された信号をデコードするこ
とと、
　前記第１のアドレス信号に応答して、前記隣接のスイッチボックスのうちの所与の１つ
にアウトプットチャネルを形成するために前記デコーダに選択された信号に加えて信号の
前記グループから選択することと、
　を備える、方法。
【請求項１５】
　前記第１のスイッチボックスのためのコンフィギュレーションワードの中のコンフィギ
ュレーションビットに応答して信号の前記グループから前記デコーダに選択された信号を
選択することをさらに備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　信号の前記グループから前記デコーダに選択された信号を選択することは、信号の前記
グループの中の前記信号の各々に関する論理ステートにさらに応答する、請求項１５に記
載の方法。
【請求項１７】
　前記アウトプットチャネルを形成することは、
　マルチプレクサのアウトプットを形成するために信号の前記グループから選択すること
と、
　機能ユニットのアウトプットを形成するために前記マルチプレクサのアウトプットに論
理演算を実行することと、
　前記アウトプットチャネルを形成するために前記マルチプレクサのアウトプットと前記
機能ユニットのアウトプット間で選択することと、
　前記アウトプットチャネルを形成するために前記マルチプレクサのアウトプットと前記
機能ユニットのアウトプット間で選択することと、
　を備える、請求項１４に記載の方法。


	header
	written-amendment

